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緊急レポート

華国鋒はバランサー（調整役）に過ぎず
“毛”葬儀が語る中国権力闘争のゆくえ

中山鳥 嶺雄

毛沢東なきあとの中国は前途多鍛。 国鋒党第一副主席波首相が弔辞を説 産党つまり毛主席の歩んできた道

実務派と文革派の権力闘争は必然的 み、 王洪文党副主席が葬儀の司会を は、 党内のマノL Pλ ・レーニン主義

に激化するだろう。 内には根深い路 やるというスタイルがとられた。 こ 路線と、 右および ”左” 日和見主義

線闘争と 定まらぬ経済政策を抱え のことは、 やはり当面の中国が、））°（ 路線との聞の闘争の隆史であったと

外には米ソをからめた複雑fJ国際関 国鋒、 王洪文、 そして葬儀の時にこ 指摘した点である。 これは、 党内に

係が取り巻いている。 調停役の筆国 の2人の績に並んでいた葉剣1Ji:党副 フソLショワシーがし、るという、 毛沢

鋒の座は不安定だ。 主席、 張春橋党常務委員という4人 東の見方を総括したもので、 今後も

のメンぷーによる、 集団指母体制で そのような党内闘争が、 不nf.illtであ

華国鋒の追悼演説 いくということ合印象づけたような ることをtこおオつしている。

気がする。 第2の注目点は、 毛主席の控箪路

9月9目、 毛沢東中国共産党主席 王春闘鋒の追悼�説は、 毛沢東の死 線、 人民戦争の戦略戦術などを強調

が亡くなって以来、 全世界がも沢東 後発表された中国政府の公式見解 していたこと。 これは後継者たち、

以後の中国のゆくえに注目しはじめ 、、全実；全1JI全国各族人民に告ぐる とくに華国鋒体制が、 今後とも軍と

た。 その中で当面の関心事は、 葬儀 m＇’ とともに、 今後の中国を予想す の凶係を密接にしてし、くであろうこ

がどのような形で行なわれるか、 モ るうえで有力な手がかりになる。 とを示唆している。 第3に、 帝国主

主席追悼大会の主役になるのはいつ 追悼演説の中で草国鋒は、 いくつ 義、 とくに2つの超大岡「ソ速と米

たいたれか、 という点であった。 かの注目すべき問題を提起してい 国の務権主義に反対する」と述べ、

しかし、 ほぼ予想された通り、 警 る。 その第1は、 これまでの中間共 ソ速をアメリカより先にもってきて

V毛沢東の務式に努ぞろいした4人の中国最高指場者（左から業費l笑・党副主席 雛 悶 鋒 ・ 第 一 置 lj�主席 ・ 首相

三洪文・党副主席 �!I!容係・党常務委員）と立渇が微妙になった江育夫人・政治局員）
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哀っ正面からぶつかったl時、 1j�闘鋒

は両者の調停者的な役割を果たして
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いることが注目される。 この点でも

中国の当面のリーダ一連が、 毛沢東

路線を踏襲することを明らかにした

わけである。

つまり、 この段階では、 毛沢東思

想の変更、 修正に対する恐れや警戒

心がどう しても先に立つわけで、 い

きおい、 そのような形が表に出てき

たのは、 やむを得ないところだ。

そうし、う形で毛沢東主席の追悼大

会は終わった。 次の関心事は、 この

10月1 日の怪I�節までに空白状態の

党主席が決まるのかどうかという点

に移る。 葬儀の模様からして、 また

これまで党第一副主席・のポストが筆

国鈴に与えられてきたいきさつから

して、 後が順当に主rgを継承すると

もみられる。 が、 そうなると、 同時

に図務院の首相をも�ft任することに

なる。 毛沢東や周J恩来でさえ、 この

両方を兼任したことはないたけに、

それほとの集中的な権力を挙国鋒1

人に与えていL、かどうかが、 大きな

；課題になりそうだ。

日本の未来と共に歩む

② 
戸田建設
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いる。

こう したキャリアから考え、 議E閤

鋒；工両者の中間的な勢力均衡的なノミ

ランサ一、 つまり第3の新実権派的

な歩みをしていくのではないか。

その場合、 こうしたZ庭園鋒体制jに

対して、 文革派の中のリアリスティ

ックな実務能力を持つ張春橋などの

実力者が協力しえるのかどうか。

また一方、｝�恩来系統の突務派グ

ループである築剣炎、 字 先 念 副首相

といった党の長老たちが、 どの程度

まで協力しえるか。 今後その辺のと

ころが、 ひとつのヤマになろう。

華国鋒が追悼演説の中で、 lJ（に対

してかなりの言及を行なったこと

は、 今後の中国の一番大きな不安定

材料である政治的混乱、 ないしは党

中央の分裂という事態に際して、 箪

が禁園鋒体制を支持しうるかどうか

ということに期待をつないでいる現

れとみてとれる。だから、準国鈴は、

軍の実力者たち、 たとえば業剣炎、

劉伯承中央軍事委高lj主席といった政

治局に残る箪の長老のみならず、 北

京軍区司令の隊錫粉、 広州鉱区司令

の許世友、i洛陽寧区司令の李徳、生と

いうような人達の支援を求める方向

に動くのではなかろうか。

もうひとつ、 政治の流動の激しい

中国において陰の大きなカを持って

いるものに、 公安・特務勢力がある。

しかし、 公安勢力については、 主主＝国

鋒自身、 国務院の公安部長であると

いう有利な立場にいる。 これに加え

て、 北京はじめ党中央を直接擁護し
ている在来興政治局員率いる特務F
ループの支持をとりつけるならば、

華国鋒はかなり強力なリーダーシッ

プを形成することができょう。

最大の問題はやはり、 毛沢東の継

承権を最も強く主d長ーするであろう

文革派、 いわゆる上海クループとの

仮に、 そうした恭図録体制が長期

安定的であり得るか。 そのためには

どうL、う要件が満たされなければな

らないか、 という点に触れてみよう。

中国共産党の中に文革派対実務派

の路線闘争が依然、として存在してい

ることは言うまでもなし、。 これら2

つの路線闘争の中での－ij＜国鋒の位世

づけはどうなるか一一。

彼は毛沢東の故郷である湖南省に

おいて盟主Eな活動をし、 とりわけ文

化大革命の時期には同郷の毛沢東お

よび劉少奇という2大勢力の角逐を

処理。 やがて林彪事件においては、

事件解決のため委員会の代表とな

り、 さらに昨年秋、「農業は大築に学

べd という、 あの大築の会議で、 江

育夫人の演説と郡小平の演説内容が

華国鋒ノ〈ランサー
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A天安門広織で行なわれた毛主席追悼大会。 毛沢東に代わってこれから中国人民を
率 いてい〈のは雄か．

関係である。 華同鈴自身文革のー爽a

を担ってきたのだが、 これら毛沢東

側近の上海グ，，ープとは若手距離を

隔てた立場にいただけに、 今後、 上

海グループとのあつれきが出てき

そうだ。 そうなると‘ 右答りの寧お

よび実務派とのパ ラ〆ス調撃が面倒

になり、 かつまた、 上海クループが

ことさら毛沢＊継承僚を主張するよ

うだ．と、 中間の内政：t非常に流動化

してレくことになるだるう。

精神論的スローガン

禁固鋒は、 内政而ではこうした党

内抗争と＇t.}]ljに、 当面の経済政策を

調整していかねはならなし、

中閣の公式に探択された経済政策

は、 昨年l月に全同人民代表大会で

周思米が提起し承認された ”段業・

工業・国防・科学技術の4つの現代

化” であり、 それに拡づく5均年計

画である。

そして郷小平がこの万向に沿って

さまざまな具体的プランを提示した

わけだが、 それが走資派批判の中で

厳しい批判にあう。 とりわけヤリ玉

に上がったのが外国貿易への依存

で、 これは自立更生の精神を忘れた

ものであり、 ”洋奴哲学”であると批

判された。

党中失は節小平の経済政策を批判
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すると同時に、 毛主席の “4つの現

代化” を正しく推進すべきたと繰り

返し強調してきた。 ところが、 今回

非常に注目すべきことは、 ”告ぐる

魯” および禁固鋒の追悼淡説がこの

4つの現代化について、 ひとことも

触れられていない点である。逆に「生

産闘争、 科学実験を繰り広げ、 自力

更生、 克苦奮闘、 動｛食、 建国を旨と

し、大いに意気込み、より高い目標を

めざして多く早〈立派にムダなく社

会主義建設を笑行しなければならな

L、」といった調子で、精神論的久ロ

ーガンが列挙されているにすぎなL、。

こ れは河北大地践の打般に見舞わ

れる中で、 具体的な経済建設のプロ

グ ラムが提起されえない状況にある

ためとみられる。 また、 4つの現代

化とL、う中国にとって訟も軍要な路

線を、 毛沢東主席の死とL、う状況の

中で出さなかったのは、 こうした路

線をぜひとも推し進めなければなら

ないと考えている突務派、旧突始i派、

走資派 グループに、 この｜問題を続々

にとり上げたくないとL、う配慮がゐ

ったためかもしれない。

そして路線闘争の経過いかんによ

っては、 今度は全面的に4つの現代

化路線ない しは周恩来路線をmげ

て、 当面の経済政策に対してl�J題を

提起していくのではないかという感

触さえうかがえる。

中国にゆさぶりかけるソ連

毛沢東の死去によって、 中国は対

外政策においても新しい局面に立た

されることになった。

ます＼第l tこ注目されるのは中ソ

関係である。 毛なきあとの中閣に対

してひじように大きな期待を抱いて

いたソ速は、 9月9 日の毛沢東死去

以降、 毛沢東思想に対する批判キ4’

ンベーンを一切ストップしてしまっ

た。そして、周恩来の葬儀のl待とは違・

って、 マズロフ、 グロムイコといっ

た党中央の政治局の有力なリーダー

を、 ソ連の中国大使館に、 弔問にお

もむかせた。 さらに、 党としての正

式の弔電を中国に送った。

これに対し中国は、 最も強硬な反

ソ主義者であった毛沢東の教えにそ

むかぬよう、 きわめて原則論的に、

あるいは左潔小児病的に反応して、

弔電を送り返すような挙に出た。 菜

園鋒の追悼演説の中には、 前述のよ

うに、 ソ連と米国の）（Jl権主義に反対

するというi言築があって、 今後も対

ソ対決の姿勢をとっていくことをに

おわせている。

しかしソ連としては、 このような

中国の出方は当然読込みずみのもの

であろうc そして、 毛沢東はすでに

存在しないという大きな現実の変化

の中で、 一方では中ソ国境における

寧司王集結をいぜんとして持続し、 中

間封じ込め体制！と思われる、 アシア

、太平洋地域に対する軍事戦略を展開

しながら、 他方では中国に対する外

交上のゆさぶりをしつこくかけてい

くるような気がする。

第2に、 第三世界を舞台にした外

交である。 中国はこれまで反帝・反

社会帝国主義路線によって、 米国に

もソ連にも反対するという立場を取

ってきた。 しかし、 ソ速にも反対し

なければならないとしづ主強は、 必

ずしも第三世界の間では受け入れら
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とすれば、逆に米中関係は流動化し、

あるいは恩わぬ進展が図られるとい

うことも考えられる。

役後に触れておかねばならないの

が 日中関係である。 日本は、 毛沢東

以後の中国に対する基本姿勢を、 こ

の際十分練ってみる必要がある。 そ

のためには、 中閣の現状を見きわめ

るというこ と。 そのこと自体がひと

つの外交であって、 派手なステγプ

を踏むことだけが外交ではなし、。

日中経済関係にしても、 中国が到i

小平批判にみる通り外国貿易そのも

のに反対の立場を取っている現状か

らすると、 安�な期待は持てまL、。

また、 懸案の 日中平和友好条約につ

いては、 中国自体が流動化し、 見通

しがつきにくくなっているだけに、

ある程度のメドが立つまで 日本は具

体的な行動を似むべきだと思う。

訟は従来から、 中ソ関係の目安と

して、 1980年に30年間の期限が切れ

る中ソ友好同期条約に対し、 中ソ両

闘がどうし、う態度を示すかという点

を注視すべきだと思っている。

中ソ対立とL、L、ながら、 中ソ間に

は 日本などを仮想敵国とする厳然た

る忽tJ＼＇.条約が存在する。 この条約は

1年前に双方が態度を切らかにしな

い限り自然、延長になる。 1979年4月

までに、両国がどう決着をつけるか、

態度を迫られているわけだ。

この2年半は、 ま さに中国が毛沢

東以降どのような形で展開していく

かを見きわめる、 最もよい時期であ

る。 その間 日本は十分中ソの動きを

見守るべきだと思う。なぜなら、日中

友好条約にせよ、 中ソ友好同盟条約

にせよ、 条約というものはー内閣の

問題や政治家の手柄話といった次元

ではなく、 一国の巡命を国家百年の

大計において規定しうるものでなけ

ればならないからだ。

（東京外国語大学助教授）

中 ソ関係に転換のきっかけがないれず、 中閣は第三世界の中で孤立気

味になっている。

それだけに、 中国のこうした路線

ぷある程度修正を余儀なくされるわ

寸であり、 この点でも中国外交の変

化が起こりうると考えてよい。
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中ソ友好同盟条約のゆくえ

もしも、 以上のようなソ逮寄りの

状況の中で中ソ関係が動くとするな

う、 米国にとって、 最大の悪夢にな

るうロ そこで第3の外交課題として

浮かひ上がるのが米中関係である。

米国の世界戦略は、 ひとえに中ソ

対立の永続化にあり、 これを前提に

すべての外受政策が規定されてい

る。 従って米国は今後、 中圏内部に

対ソ関係改善論者が出ないように、

いろいろな働きかけをするだろう。

事実、 中国の寧の中には、 これ以上

のソ連との対決は避けようという、

ある鶴の対ソ融和論者が存在する。

こうした現実を見越している米国

は、 北京に対する軍事情報の提供や

準軍事的支援をも辞さない方向で、

中国との関係を強化しようとつとめ

るのではないか。 強硬な反ソ対決主

義者のタカ派であるシュレシンジャ

ー前国務長官を中国に説il:J］させた

つ、 宅＊れ死後、 早々にマンスフィ

ールド上院議員を特使の形で派遣す

るなど、 その現オつれとレえる。

そこで、 米中関係の谷間には さま ，

.hた形の台湾の存在も、 ポスト毛を

め ぐる国際関係の中で、 米中聞のホ

ットイシューではなくなりつつある。

台湾としては、 こうした追いつめら

れた状況に砲薗し、 防衛強化に臨ん

でいるとL、う状況だ。 7 ＇リカとし

ては、 米合条約を�楽しやすい状況

を作っていくためにも、 台湾の自主

防衛努力iこ対して、 表向きはともか

く裏側においてそれを支援すること

を余儀なくされるだろう。
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